
まえがき＝自動車エンジンについては，近年の原油価格
高騰やCO2排出量低減の観点から，低燃費のニーズが高
まっている。エンジンのピストンとクランクを連結する
コネクティングロッド（以下，コンロッド）は，回転運
動するためその大きさや重量がエンジンレイアウトや性
能に大きく影響すると言われている1）。一方欧米では，
コンロッドのロッド部とキャップ部を一体で鍛造した後
に，大端部合わせ面内側にレーザなどによる切欠きを付
け破断分離させる（以下，かち割り）工法が採用されて
いる。本工法を採用することで破面自身のかみ合いで位
置決めが可能になり，合わせ面加工などを省略できるの
で大幅なコストダウンが可能となる2）








